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先
日
、
勤
め
先
近
く
の
乃
木
児
童
公

園
で
油
蝉
を
捕
ま
え
、
近
く
を
お
母
さ

ん
と
歩
い
て
い
た
五
、
六
歳
位
の
男
の

子
に
あ
げ
よ
う
と
し
た
ら
、
泣
き
出
し

て
し
ま
い
ま
し
た
。
私
の
周
囲
で
も
、

ト
ン
ポ
が
怖
い
と
か
、
魚
の
目
が
怖
い

と
い
う
子
供
た
ち
が
増
え
て
い
ま
す
．

私
自
身
は
山
奥
の
農
村
で
育

っ
た
の
で
、

あ
ら
ゆ
る
虫
や
魚
た
ち
は
ご
く
親
し
い

存
在
で
し
た
．
毛
虫
や
蛇
、
む
か
で
で

も
、
刺
し
た
り
嗜
ん
だ
り
し
な
い
限
り

拒
絶
反
応

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
．

そ
う
い
う
私
で
さ
え

つ
い
こ
の
間
、

１
見
慣
れ
な
い
パ
ッ
タ
が
部
屋

へ
飛
び
込

ん
で
き
て
、
何
か
お
ぞ
ま
し
い
気
分
に

な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は

一
種
の
人
間
性

の
危
機
と
い
う
か
、
生
き
物
性
の
危
機

で
は
な
い
か
と
思
う
の
で
す
。
異
物
に

対
し
て
の
許
容
量
が
狭
く
な

っ
て
き
て

い
る
の
で
す
．
都
会
暮
ら
し
の
長
い
人

間
に
、　
一般
的
な
こ
つ
よ．う
な
場
彙
＝
一

無
意
識
下
の
こ
と
、
皮
膚
感
覚
に
属
す

る
こ
と
だ
け
に
、
よ
け
い
根
が
深
い
と

も
言
え
ま
青
．

・
胸
毛
や
足
の
毛
を
剃
り
、
筋
肉
隆
々

よ
り
も
細
身
を
好
む
．
そ
の
上
毎
日
朝

シ
ャ
ン
を
し
、
体
臭
ま
で
消
そ
う
と
す

る

「不
潔
恐
怖
症
候
群
」
と
い
う
べ

・
き

感
覚
は
、
生
き
物

（動
物
）
で
あ
る
自

分
の
否
定
で
あ
り
、
よ
り
無
機
質
に
、

抽
象
的
存
在
に
な
り
た
が

つ
て
い
る
よ

う
で
す
。
そ
う
い
う
人
た
ち

（私
た
ち
）

が
公
園
の
毛
虫
を
許
せ
な
い
と
消
毒
剤

を
ま
き
、
落
ち
業
を
毛
嫌
い
し
、
土
を

嫌
づ
て
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
固
め
る
．
川

が
蛇
行
す
る
こ
と
さ
え
許
し
て
お
け
な

い
と
直
線
化
し
て
ゆ
く
．
そ
し
て
、
虫

も
棲
め
な
い
公
日
、
魚
も
棲
め
な
い
川

で
人
間
も
精
神
的
に
も
肉
体
的
に
も
む

し
ば
ま
れ
て
ゆ
く
、
テ
』
れ
は
悲
劇
で
し
ょ

う
か
、
そ
れ
と
も
喜
劇
で
し
ょ
う
か
。

こ
う
い
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
私

た
ち
が
こ
の
三
十
年
間
必
死
に
な
っ
て
、

経
済
効
率
の
た
め
に

「無
駄
な
も
の
」

と
し
て
切
り
捨
て
て
き
た
も
の
を
ふ
た

た
び
取
り
戻
す
こ
と
が
大
切
に
な
っ
て

く
る
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
虫
が
い

で
。
名
も
知
ら
ぬ
車
花
が
咲
き
、
水
た

ま
り
に
は
お
た
ま
じ
ゃ
く
し
や
め
だ
か

や
げ
ん
ご
ろ
う
が
い
て
、
道
端
に
は
レ

ン
グ
が
咲
い
て
い
る
。
そ
し
て
そ
の
周

り
を
悪
ガ
キ
が
駆
け
ず
り
ま
わ

っ
て
い

る
あ
の
懐
か
し
い
こ
と
ど
も
の
こ
と
な

の
で
す
。
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「 ふ る
さ と の ノ『F」

尾辻 義和 (剛 llで遊ぶまちづくりの会 代表〕

府中崖線からこんこんと湧きで

る水を集め流れていた野川は、東

京オリンピックの前後から流域に

移り住む人が急激に増え、自治体

の下水道整備が追いつ:かないまま

に、下ボの流入を余儀なくされま

した.深大寺の湧き水で稲を作つ

ていた農家の方の話では、野川は

もちろんのこと、深大寺の湧き水

を集めていた用水路 (当時は素堀

り)でも泳いだということです.

その湧き水が減り続けるのと平行

して、一流入する下水が増え、野″|

はまさに下水道そのものになって

しまいました。また、下水を集め

|― て流れるようになった野川は、大 一

雨にはよく氾濫する川となつてし

まいました.

崖線の湧き水の濯養地域の都市

化によつてきれいな水を奪われ、

かわりに汚水を流され、野川は上

流では三面張りになり、死の川に

なる運命だつたのかもしれません.

しかし、流域に住む住民が野川に

清流を取り戻そうと運動を始めた

ことにより、
・
神田川や日黒川のよ

うな排水路になる運命は避けられ

ました.野川は下水の流人が抑制

され、僅かの湧き水を集めて、辛

うじて生き延びています.清流に

住む魚も見られるようになり、上

手に手を加えていけば、生き物を

豊かに育む自然度の高い川になる

のは間違いがないと思います.一

度は自然の力を失つた野川ではあ

りますが、自然の力には人間のそ

れよりもはるかにすばらしいもの

があります.自然の力を利用して

より安全で、より自然に近い野川

を再生することは可能なことです

自然と共に生きるほうが、どれほ

ど人間にとつて快適であるか、今

一度考えてみてはいかがでしよう

か.

さて、一難去つてまた一難とは

人生にはよくあることでttealJま

すが、野川にも安心できない事態

が待ち受けています.関東村跡地

1に建設が予定されている汚染処理

場の排水路として野川が利用され

ようとしていることです.これは

野りIlに とつて致命傷になるかもし

れません。今度こそ、排水路になつ

てしまうのでしようか。玉り:1上水

では、『きれいなJ汚水処理水を

流して、復活といつているようで

すが、本当に元の玉川上水に戻っ

たのでしようか。

都会にはふるさとがないといい

ますが、これからのこどもたちが

野川をふるさとの川と呼べる川に

したいと願つています.

会

員

を
募

集

し

て

い
ま
す

野
川
を
中
心

に
小

さ
な
生
き
物

の
視
点

か
ら
、
都
市

の
自
然
を
考

え
て
い
き
ま
す
。

魚

。
昆
虫

。
草
木
、
そ
し
て
、
自
然
と
遊

ぶ
こ
と
の
好
き
な
人

‥
参
加
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ま
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「 野 ノ
『F11よ 清 流 |こ な つ た け れ 2ゴ 」

久しぶりに調布と世田谷の野川

を見てまわつた.そ して、今から

15年以上も前に、湧水量調査を

した頃との相違に目を見はつた。

かつて、今の深大自然広場のある

あたりは、ゴミなどが散乱し、野

生のニワトリがいるだけの荒れ野

であつた.

√

今、野川は行政の目玉商品なの

だろうか。水辺の時代といわれ、

環境問題がやかましくなつて、た

しかに野川は清流になつたし、は

け0森の保全も進んでいる.湧泉

が生きているのを見るのはうれし

しヽし、いろいろと良くなつたこと

は評価したい。/

′

三多摩問題調査研究会副会長

若林 高子

ヽ

その後、一度も行かなかったの

は怠慢でしかないが、自然広場は

見事に整備され、野草目やホタル

の小川もできて、調布市の取り組

みのほどがうかがわれた.また、

世田谷のみつ池から出た湧水も、

せせらぎ水路を通り、野川へ流れ

込むように整備されていた.『野

川を清流に」の運動を始めた頃に

は、なかなか理解されなかつたこ

とを思い出す。

誰もが生きている野川を望んで

いるのに、どうしてこういう改修

が行なわれるのだろう.多くの市

民の勢力で、魚が住み、野鳥が飛

来し、ホタルがよみがえつてきて

いる野川―特に水際の魚や虫にとつ

て大事な場所が、無神経に掘り返

され、石のギプスをはめられてい

く.人間の都合だけで川を改修す

るのではなく、鳥や虫や魚の声も

聞いてもらうにはどうしたらよい

のだろう.皆で考え、働き掛けて

いかなくては一と思う.

|

|

1

Yし
かし、これは一体なんなのだ !

と言いたくなるようなことも結構

ある._地下水脈
=ズ
タズタにし、

コンクリ移植や巨石手術によつて、

せっかく生きている野川を死に追

いやるような工事が、住民の反対

にもかかわらず、あちこちで行な

われてわれている。′



 ヽン ボ の 不 思 議 な  (撻 ノ」

狛江市  上村

3年間、網やカメラ

トンポばかり追い回

ていると、 トンポの

つ不思議な力に驚か

化ることが しば しば

ります。

列えば、 日本一大 き

トンポのオニヤンマ

南国からはるばる

って くるウスパキ ト

は、これらを捕まえ

うとして、網を持つ

寺っていると、他の

D頭 をかすめて飛ん

きた彼 らが、僕のと

らを避けるようにし

て通 りすぎていきます c

それもちょうど網の長

さだけ離れるのです。

網を振ったり、構えた

りせず、網を抱き抱え

るようにして持ってい

ても彼らは同じ距離だ

け僕から離れて飛びま

す。どうして網を持っ

ていることが分かるの

でしょうか。まったく

不思議な能力です。

また、 トンポの「学

`習」とも
いえる行動を

i

1見ることがあります。

1写真をとるとき、僕は

佳孝  (中 3)

「ぬき足、さし足」で

近寄るのですが、少 し

気が散ってしまつたり

よろけて体勢が くずれ

ると、とたんに トンポ

は逃げてしまいます。

これを同 じトンポに 2

～ 3回、またはそれ以

上繰 り返すのです。そ

して、やっとのことで

トンポから30clnく らい

のところまで接近 し、

1枚撮影すると、今度

はちょつとやそつとの

ことでは逃げなくなり

ます。相手が自分に危

一
　

●

一
１

材 ギォ ンマ♀単独薦
'P:害 を加えないというこ

1   ___

とを学習 したのでしょ

うか。ひょつとしたら

トンポはとても賢い昆

虫かも知れません。僕

が トンポを観察する以

上に、ひょっとしたら

彼らは私たちのことを

観察 しているのかも知

れませんね
`

チ
=ウ
トンポ



野川 と湧水の魚たち v。 1 1

東京都では絶減 してしまった魚を最初に紹介するのも気が引けますが、湧水と野川を語

るうえでは忘れてはならないものです.姿はアジとサパを合わせたようで奇妙ですが、湧
水がなければ生きられない 4～ 5c日の小さな魚です. トゲウオの仲間はイトヨ (糸代)と
かハリヨ (針代)と か家庭的な名前がついています.こ れは水事で、鳥の巣のようなかわ
いらしい巣を作 り、子育てをす

るからでしょう。

泳 ぐ姿もヘリコプターのよう

でかわいいのですが、ゴルフボ

ール大の巣を守る姿にはだをう

たれます.人間が湧水を大切に

利用している所に住んでいるの

も不思議です.

全国でも生息場所は一か所の

みになつてしまい、絶減も時間

の問題です .

各地で湧水の保全が叫ばれて

いますが、武蔵野の湧水に戻す

ことは出来ないのでしょうか。

水族館で見るだけでなく、小

さな小さな生き物の声にも耳を

傾けてあげたいものです.(‖ )

90コよ.

Ati l' :3 ( > vr*>

さ
`〕

た

`Jd残

喩宮にて。

上野村環境ミーティング 川楽(かわら)
の 呼 びかけ

秩父より車で :時間、長野県と埼玉県の県境に日まれた小さな山村、群馬県

典多野郡・上野村。この村に会員の本木さん (小金井市 0カ レーショップ経営 )

が小さな家を借 りました.それをいいことに、会員の家族が入れ替わり泊まり、
こ

撃吾ぉ采墨堀,重lI」首 :7:皇 ilili:薔 菫 ilil軸 績轟が

取 りつけてある意識の高い村です.村長みずからカジカの減つた原因について
考えているところなんて他にありません。

川が生きています.来年はぜひ、大人も子供も集まつて、川遊び学校をやり
ましょう !も ちろん、紅葉は原生林ですからスバラシイけど…

lUlu'6irt :0423-t3-33Et ,t V-qr- t& ^, fS\

性lのルすかゎからない|

纂ぅ



～野川で遊ぶ 。第 2回～ 7月 28日

親子で… 生 け どり大作戦 ! 事‖著なヲ?着
い広場

「自然保護だ…なんて言つて、生け捕りとはケシカランlJそんな著情が会にも寄せられま

した.確かに過漱なネーミングです。捕つた生き物は再び波流することを付記しておいたので

すが、「川で遊ぶ、魚や虫をつかまえるJと いつたことに対する推抗感は想像以上に強いよう

です.それでも、川らしくなつてきたといわれる野川にどんな魚が戻つてきたのか、それ ぐら

いは知らなければ、川について考えることはできません。

『 水辺の憩い広場』は、今まで高
いフェンスに日まれた野川の一部分を東京都の親ネ化事業

によつて整備されたものです。 (通称・ 武蔵野市場前)実はこの場所、改修工事以後、野川の

中でも最もメlら しさを取 り戻していて、君塚芳輝さん (調布在住の魚類学者)も 注目する所で

した.と ころが、今年の二月から何健 という巨費を投 じてブル ドーザーが入つたものですか

ら、生き物への影響もミ配されたわけです.(会 との関わりは『 河原版・ 創刊号』のメモを御

―読を)

梅雨明けの最初の日曜日、新聞の呼びかけを見て予想を

上回る数の繰子づれが集まつて くれました。専門家の君塚

さんが息きよ魚や川の議義をしてくれたり、投網の技術を

持つている方が実演をして くれたりで、盛況の一日でもあ

りました。

「魚と追いかけつこをするのではなく、か くれんぼをす

る気持ちで…」という単織なア ドバイスだけで 30分 もす

ると水槽が満杯になるほどの収穫でした.ほ とんどが次流

されたコイやフナですが、金魚や錦盤を除いても7種の魚

が確認できました。

工事が終ったばかりだというのに、多くの魚が戻つてき

ているのは、工事区間が400日と短いのと伏流水 (3、 くりゅ

うすい)が豊かで推量が多いためだろうと考えられます。

特に、枚流コイの多さには驚かされましたが、あれでは水

草も水生昆虫も、小魚も全べ尽 くされてしまうでしよう.

多 くの人が :、 2時間で飽 きてしまつたことも意外で

す。変化のない池のようになつてしまつたからかもしれま

せん.    ・

「魚をいじめるな !」 と真剣に抗議に来た方の言葉の中

で「もし川が涸れても、魚を助けるのは役所に任せておけ

ばいい.Jと 言われたのが印象的です。30年間、都市生活

と川との関わりがないうちにゝ強口な自然観ができつつあ

るようです.整備されてきれいになつた,〕 l.を 見て、一体の

採 撃 し た 生 き 物

0モ ツゴ (ク チボソ)

0コ   イ
Oキ ンプナ

0メ ダカ

売つているヒメダカではありま

せん. :7匹の群れ
0オ イカワ (ヤ マベ )

鮮やかな色で、泳ぎ方も速い.

少年が優 しく手綱みしました。

0タ モロコ

西日本の魚です .

※他、最終はできませんでし

たが、 ドジョウ・ ヨンノポリ
・ ナマズがいます.不安も感じました. (内藤 茂 )
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「
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調布  大西 友幸  高 3

「足元を掘れ。そこに泉が湧 く」 .

と僕の学校の地理の先生はいって、

毎年夏休みになると地域研究のレポ

ー トを宿題にしました。でも中学の

頃、僕は自分の住んでいる地域を単

に「つまらない住宅の集まり」 とし

かとらえていなくて、「泉が湧 く」

ようなことはありませんでした。う

ちの学校は、過熱気味の受験戦争を

くぐってきたやつらの学校で、彼 ら

によると調布を含む多磨地域は「田

舎」とされていたからかも知れませ

ん。調布市内の小学校出身の僕とし

ては初めはそんな考えに反発を覚え

ましたが次第に染まっていき、中学

卒業時にはプラックマンデー以後の

株価上昇に湧 く社会を背景に、将来

の金儲けに対する野心にふ くらんだ

少年になっていました。

そうして同じ名前の高校に上が り、

夏休みの宿題の事を考えていた 5月 、

「野川流域環境保全協議会」発足の

新聞記事が目に入 りました。「そう

いえば、小学校の時以来、野川にあ

まり行っていないな。野川調べて

みるのもおもしろいかもな。」と

思い、野川を調べることにしまし

た。

以上が、僕が野川を「再発見」

したいきさつです。たいして「自

然環境」などには興味のなかった

僕でも、野川公園で本当に地面か

ら水がごぼご湧いているのには驚

かされました。それからこの 1年

間、野川にかかわってきた人の話

を聞 くうちに、その人たちと自分

との違い、更には僕が野川に関 し

て一番興味をもっていたのは何か

がわかつてきました。僕の野川に

関心を持つようになった動機も、

今持っている興味も、社会的、地

域的なものだという事です。僕は

あまり生き物のことはよく知らな

いし、「文系」人間だからなのか

も知れません。

受験勉強にも少々疲れ、たまに

は野川にでも行きた くなった今頃

ですが、調布のみなさんは、しつ

かり足元を掘っていってくれるよう

期待し、また願っています。

■
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■



あ の 頃 の フ ツ ー の _が き
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あの頃の子供たちはヽ農家の人に

とつてみれば、猟銃で撃ち殺してし

まいたいほど憎たらしい存在だつた

ろうし

,特に、坂上の爺様と近所のガキは

天敵のような関係にあらた。鶏小屋

あ声が開いていたtと ぃう理由だけ

で 500●もi追いかけられた奴は、恨み

を晴らすために爺様が大事にしてい

た椿のつぼみを全部もぎ取つた。

秋は栗.爺様の家の栗はでかい。

鉄条網 と金網でがつちり守られた栗

林に、みんな知恵を絞って入 り込ん

だ。身体がするりとすり抜けるほど

の穴を開けて、獲物を略奪する。逃

げる時の ために穴 も小 さくしてお

く:爺様が外まで出てこれないよう
にするためだ。知恵比べは、毎日続

いた。

夜 になって、 そつと家を抜 け出

す。囲いにはすでに穴が開けられて

いて、日を凝:ら すと小さいガキども

が         ・   .

蜘蛛のように地面を這いずり回つて

いる。拾っても拾っても頭上から栗

が落 ちて くる。夜明けの兆が見え

た。急がねばならない。よろけるほ

ど栗を拾った奴もいる。皆、満足感

で笑いをこらえているのだ。そそく

さと穴から退散 しようとした時、先

頭の奴が棒立ちになって、栗を地面

にバラバラとばらまいた。穴の前に

爺様が仁王立ちに立っていたのだ。

一網打尽…

ザ リガニもよく取つた。田の畦に

小さな穴があり、真っ赤なザ リガニ

をねらう。

ある時、肩まで手を突っ込んでい

たら、穴からチョロチョロ水が出て

きてしまった。慌てて草や上で穴を

ふさごうとしたが、時すでに遅し。

穴からの流れは、30c■幅の流れに広

がっていた。こういう時には逃げる

に限る。田植えの終わったばかりの

田んぼだったが、その後どうなった

か私は知らない。

野川で泳いだ後のスイカは大変う

まい。ガキどもは競ってスイカをち

ょうだいした。品定めをしている暇

なんかないから、ラグビーよろしく

目についたスイカを持ってダッシュ

する。スイカ泥に悲鳴を上げた農家

が監視小屋を立てるころ、野川の夏

は終わる。昭和 22、 3年、おじさんが

小 3の時の話だよ。

で

，こ

鵬
靡
躙
躙
躙
輻
財
嚇
畔
一一一・…Ｉ‥―
憔
ｒ鸞
辣
隕
櫃
蜆



ヨ ジ )~f 
「
F炉 甦 フク｀ 、

チ毎孝子 し 、 角虫 ヤし あ

国分寺の街から川のせせらぐ

彗を耳にしなくなつて久 しい。

ムたちの街、国分寺では「河川」

という言葉は死語に近 く、古 く

こは市民の生活を支えていたで

らろう「野川」という固有名詞も

1と んどの市民からは忘れられ

てしまつている悲 しい存在であ

る。

昭和40年代の高度経済成長に

昨う急激な人口流入を補うため

市のおよそ4分の 1を 占める農村

に手をつけない形で野川の両岸

をなめるように宅地化 し、それ

を追うように治水、安全管理、

臭気などの生活環境改善対策 と

して、源流の一部を残 してコン

クリー ト護岸として固めてしま

った結果と言える。

橋の欄千にもたれて、行 く川

の流れに人生を映す人影もなく

本来なら川の周辺に展がる森や

原っばなどの自然の中で育まれ

る小さな「いのち」たちも棲み家

を追われてしまつた。

現在に至つても野川は「 ドブ川」

以上の扱いを受けていない淋 し

い流れなのである。

これは農地の存在、農家の経

営を無視 して行政運営をし得な

かった国分寺の限界である。新

住民を受け入れ都市化するにも

拘わらず、農地には不必要とさ

れた下水道などの基盤整備の遅

れ、土地を持たない新市民の自

ス_る 緑 地 と 遊 水 を

'・

ラ・ フ ォ ー

7

ム  21
三田村 慶春

由な自然空間としての公共地確

保への欠如などに著 しく見るこ

とができる。

一方では「水と緑の国分寺ブ

ラン」作りや「農のあるまちづく

り」など国分寺の取り組みが華

やかに他市に伝わっているよう

だが、これらの都市農地、緑地、

水系はあくまでも「垣根の向こ

うに広がる地主の土地」こあり、

私有空間であつて多くの市民の

共有空間ではあり得ない。

国分寺崖線の上に位置する旧

国鉄の鉄道学園跡地がやがて払

い下げられる。市の中心にある

30haも の未開地は誰にとっても

魅力を秘めている。しかし、い

たづらに高層の住宅(市民には

手のでない価格)な どを配慮 し

て野川の源流を涸らすことがあ

ってはならないし、そのために

は治水、利水の河川思想から、

保水・遊水としての河川思想を

行政の根幹として据えた「まち

づくり」のプログラムを創造す

ることが急がれる。更に言えば、

国分寺の魅力の一つでもあう農
:峰

地には私有、共有思想を超えて、l
多 くの市民が農耕を体験

1l F姜|
然と触れ合える「共有・共耕農 11ニ

地」の考え方と制度づくりを創

り出したいものである。
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「 中酷
2ヒ 翼野ノ『I」

野川に親じむ会
増田 昭

かつて、ある作家が「すべての

橋は詩を発散するJと彼のエッセ

ーに記していますが、ときに私も、

橋には川以上の親しみを感じるこ

とがあります.小りlIを渡る丸木橋

から海峡をこえる鉄橋にいたるま

で、橋は不思議な魅力を持つてい

ます.右岸から左岸へ人を渡すだ

けの、その機能のこの上ない明快

さが、複雑さの中に疲れた心を打

つのか、石なり鉄なり木なりで、

もつとも単純な形で人間を主張す

.るその単純さが魅きつけるのか、

橋をとりわけ長い橋を渡る時に、

・橋下を流れる川がどんなに汚れて

いても、心のなごみを感じるのは

私だけではないと思います.

下町育ちの私にとつては、とり

わけ古川や日本橋川のような、都

会を流れる川に架かる橋が好きで

す.これらの川に架かる橋は関東

大震災や戦火に耐えて残つている

橋も沢山残つており、それぞれに

石橋、鉄橋と素材は違っていても、

風雪に耐え、決して目立たず風景

にしつとりとなじんだその姿は、

そこに存在しているだけで、雑踏

の中で唯一の心の安らぎを億える

空間を維持しています。日本構や
i

隅田川に架かる橋は、今も普も都
=

3市景観のひとつのシンボルとして

有名ですが、これらの古い橋もよ

く見ると、親柱 (橋の名前が書か

れている端柱)や高欄に工夫がこ

らされていたり、人が休んだり、

小休止をできるちょっとした橋詰

広場があり、設計者の苦心と心い

|きが伝わうてくるように感じられ

ます。また、それぞれに工夫を凝

らした意匠なりは、:その時々の文

化を感じ、時代を越えて周囲と調

和する姿は、優れた建造物は50
年先の景観をも考慮するという言

葉を証明しているようにも思えま

す。

振り返って、私たちの住む野川

に架かる構を見ると、すべて何の

趣もない、鉄板を並べただけの無

味乾燥な桁橋ばかりで高欄につい

ても、スチールバイプの形状の違 一 ― 一

ぃと、二表面に塗布したカラーベイ
ントの違いがわずかに橋に個性を

与えているだけのように思えます.

野り||に このようなどこにでも架かつ

ている桁橋しか存在しないわけは、

たぶん野川が、郊外を流れる川で

古い歴史を持ちながらも近代史の

中でその中心に直接架からなかっ

たことと、橋そのものがデザイン

になり、景観を重視する建築的構

造物から、土木主体の河川対策の
二環として単なる鋼構造物となっ
・
たことではないかと考えますが、

ここまで素晴らしい水辺空間を育

んできた野′llなのですから、もう

少し景観と調和した、用と美を備

えた橋を望むのは、私だけではな

ルヽ と思います.



軍 OEゆ 目 :0園 :0日 Ю Hゆ 目 10甲 e躍

遊ぶ会活動 メモ

5月 19日

5月 25日

6月 23日

6月 30日

8月  5日

17日 ″19日

26日

学芸大地球環境科学科助教授小川 潔氏訪間。

やぼ耕作団見学、明峰氏と交観。

日野の湧水、用水の見学の後、横浜かわを考える会、

やぼ耕作団と交流会。

荒川 トンポ池見学。

下町緑の仲間たちと交流会。

本牧 トンポ池、瀬上市民の森見学。

横浜環境科学研究所森 清和氏案内による。

群馬県上野村で環境 ミーティング。

筑波学園研究都市 ミニ農村、 トンポ池訪間。
(守山 弘氏の案内による)   _

○野サII流域ネットワーク情報

小金井市議会では9月の本会議で、野川第 1、 第2調節池の利用について「わき水

を利用しての池とJり ||づくり」についても一括採択した。河川敷はグランドとして利

用する、という旧来の定石にこだわらず、野川の自然を生かした活用に期待がもてる

ものとなった。どう活用するか、ひろく流域市民のアイデアにかかつていると思う。

(陳情者 :本木・内藤)

9月 8日 午後2時台風のさなかにもかかわらず野川流域の市民団体 12計

28名 を集めて野川流域ネットワークが調布ヶ丘地域センターで開かれま

した。野川の問題に長年取り組んで実績のある団体から、できたてのホ

ヤホヤの団体 (何をかくそう私たちの会)ま で入り乱れて熱気のある会

議となりました。まず世田谷、狛江、調布、小金井各地域の実情、問題

点について報告がありました。

その中のぃくつかを記せば、

①小金井のくじら山原つばに予定の第3調節池について作ると
いう都の

方針に変更はないこと。

②川辺の草刈の問題について行政もどうしたらよいか迷つて
いるし、市

民の側もトータルに話し合う場が必要。

③小金井第1調節池、第2調節池の利用について継続審議
に言っていた陳

情が湧水を生かして小川と池を作る案を含めて一括採択されたこと。

④しかし何よりも注目を集め (シ ョックだつた)たのは、調布基地跡地

に建設を計画している下水処理場が差し迫った問題となつているとい

う調布地下水を守る会からの報告だった。日量 52万 トンもの排水が

流入すれば (現在の水量は3000～ 1万 トン位)野川は大変貌をと
げるだろうという議論の中で、その対応を含めて時間切れ次会に持越

となつた。次回の第 3口準備会は 12月 1日 (日 )狛江で開催される

ごふ躍b言簿 ふ誂 L轟陽ご呂:ざ―も:


